
 

 

 

 

 

「うす」は刈
か

りとった稲
いね

や麦
むぎ

、そばの実
み

などの「粒
つぶ

」を穂
ほ

やくきから外
はず

した

り、粒
つぶ

の殻
から

を取
と

ったり、粒
つぶ

を粉
こな

にしたりするための道
どう

具
ぐ

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けんぱくものしりシート 

2018年
ねん

12月
がつ

 

体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

室
しつ

―№17 

石
いし

 う す   

 
「うす」には「つきうす」と「すりうす」の二

ふた

つの種
しゅ

類
るい

があります。 

うすの中
なか

に入
い

れた 

ものをきねを用
もち

い 

て強
つよ

く打
う

つ。 

(木
もく

製
せい

・石
せき

製
せい

) 

刈
か

り取
と

った稲
いね

を白
はく

米
まい

にするまでの作
さ

業
ぎょう

の流
なが

れと、白
はく

米
まい

を「うす」で米
こめ

粉
こ

にした

後
あと

にできる加
か

工
こう

品
ひん

の一
いち

例
れい

をみてみましょう。 

「もの入
い

れ」から入
い

れた 

ものを上
うわ

うすと下
した

うすの 

間
あいだ

ですりつぶす。 

(木
もく

製
せい

・土
ど

製
せい

・石
せき

製
せい

) 

玄
げん

米
まい

からぬかを 

取
と

る【精
せい

米
まい

】 

籾
もみ

の殻
から

を外
はず

す 

【籾
もみ

すり】 

白
はく

米
まい

を粉
こな

にする【製
せい

粉
ふん

】 

米
こめ

粉
こ

 

～ 米
こめ

粉
こ

の加
か

工
こう

品
ひん

 ～ 

今
いま

から 70年
ねん

くらい前
まえ

までは、米
こめ

は大
たい

変
へん

貴
き

重
ちょう

なものであり、「米
こめ

のご飯
はん

」は 

盆
ぼん

や正
しょう

月
がつ

などの「特
とく

別
べつ

な日
ひ

の食
しょく

事
じ

」とされていました。普
ふ

段
だん

の 

食
しょく

事
じ

では米
こめ

が全
まった

く入
はい

らない「麦
むぎ

飯
めし

」（「米
こめ

のご飯
はん

」に比
くら

べるとあまり 

おいしくないと言
い

う人
ひと

が多
おお

い）などを食
た

べたり、「うす」でひいた 

麦
むぎ

などを米
こめ

に混
ま

ぜ、ご飯
はん

の量
りょう

を増
ふ

やして食
た

べたりしていました。 

もち まんじゅう 団
だん

子
ご

 せんべい 麺
めん

 パン など 

つきうす【搗
つき

臼
うす

】 すりうす【磨
すり

臼
うす

】 
 

解
かい

説
せつ

員
いん

 

稲
いね

から籾
もみ

を外
はず

す 

【脱
だっ

穀
こく

】 

籾
もみ

 玄
げん

米
まい

 白
はく

米
まい

 



参
さん

考
こう

にした本
ほん

『民
みん

俗
ぞく

民
みん

芸
げい

 双
そう

書
しょ

 76 めし・みそ・はし・わん』岩
いわ

崎
さき

美
び

術
じゅつ

社
しゃ

 1973年
ねん

  

『昔
むかし

のくらしの道
どう

具
ぐ

事
じ

典
てん

』株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

岩
いわ

崎
さき

書
しょ

店
てん

 2004年
ねん

  他
ほか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精
せい

米
まい

機
き

や製
せい

粉
ふん

機
き

の発
はつ

明
めい

によって、現
げん

在
ざい

では一
いっ

般
ぱん

家
か

庭
てい

で「うす」を見
み

かける 

ことはほとんどなくなりました。博
はく

物
ぶつ

館
かん

にある「石
いし

うす」を回
まわ

して、その 

重
おも

さを感
かん

じてみてはいかがでしょうか？  

「うす」はとても身
み

近
ぢか

な道
どう

具
ぐ

であったことから、引
ひ

っ越
こ

しや火
か

事
じ

の時
とき

は 

真
ま

っ先
さき

に家
いえ

から運
はこ

び出
だ

されました。また、結
けっ

婚
こん

や出
しゅっ

産
さん

、育
いく

児
じ

に関
かか

わる 

民
みん

俗
ぞく

行
ぎょう

事
じ

では、日
に

本
ほん

のみならず世
せ

界
かい

中
じゅう

で「うす」が使
つか

われてきました。 

「すりうす」の中
なか

でも石
いし

でできている「石
いし

うす」の仕
し

組
く

みを詳
くわ

しくみてみましょう。 

※「けんぱくものしりシート」の内
ない

容
よう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（1月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

地
ち

質
しつ

－18だよ！ 

おたのしみに！ 
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もの入
い

れ 
ひき手

て

 

■使
つか

い方
かた

■ 

もの入
い

れから粒
つぶ

を入
い

れ、ひき手
て

を 

持
も

って上
うわ

うすを反
はん

時
と

計
けい

回
まわ

りに回
まわ

す 

と、上
うわ

うすと下
した

うすの間
あいだ

で粒
つぶ

がすり 

つぶされ、粉
こな

になって受
う

け皿
ざら

に落
お

ちる。 

■石
いし

の種
しゅ

類
るい

■ 花
か

こう岩
がん

…かたくて丈
じょう

夫
ぶ

 

上
うわ

うす 

下
した

うす 

受
う

け皿
ざら

 

■きざみ目
め

■ 

うすの内
うち

側
がわ

には、上
うわ

うすと下
した

うすで逆
ぎゃく

向
む

きの

「きざみ目
め

」がほってある。上
うわ

うすを回
まわ

すと

「きざみ目
め

」の間
あいだ

で粒
つぶ

がすりつぶされる。 

上
うわ

うす 下
した

うす 


